
















３．２ High Technology Corridors構想
３．３ セントラル・テクノ・ベルト構想
おわりに





















































































２）Peter J. Larkham and Tim Westlake,“Retail change and retail planning in the West
Midlandsm”, edited by A. J. Gerrard and T. R. Slater（１９９６）, Managing A Conurbation ,２０３～
２０４.












































































































６）Birmingham Economic Information Centre（http://www.BIRMINGHAMECONOMY.ORG.UK）.



















































ム市立技術学校（The Birmingham Municipal Technical School）として設立された。労働者
のために夜間学級を開設し，化学・物理学・機械工学を教えた。１９３０年代にバーミンガム
中央技術専門学校，１９６６年にアストン大学に昇格した。George Paker（１９９６）, The Origin
& Development of Aston University１８９５－１９９６．




















































































第５のプロジェクトは，１９９２年に建設された Ashed Lock Units（３万６千平
方フィート）である。その結果，入居企業は７０社，雇用者数は１，０００人を超
えた。





















目指す The West Midlands ICT，医薬品産業の集積を図ろうとする Heartlands






































































２．２ ASPの管理運営とBirmingham Technology Limited
ASPはバーミンガム市，アストン大学，ロイズ銀行の３者のパートナー
シップによって建設されたが，既に述べたようにパークの管理運営はこれら３































































ヨーロッパ・ビジネス・ネットワーク（The prestigious European Business Network, EBN）
の代表として貢献した。彼のこうしたビジネス支援活動は高く評価され，２０００年７月には


































１５）Aston Science Park［２００７］,“Latest Space Available”.
７２ 松山大学論集 第１９巻 第２号
年）」が廃案にされ，財団が改組されても問題が生じないのはこのためである。
第４は，投資の持続性である。ASPの最初の事業は１９８３年に閉鎖された工
場を改修して開設したイノベーション・センター BICである。センターが開
設されると１５社が年内に入居し，満室となった。パークが開設されると潜在
的ニーズが大きいことが確認されたのである。このため，１９８５年には Venture
Wayを建設し，８６年までに４０社が入居した。さらに８７年には Enterprise Way
を建設した。このようにニーズに対応して機動的に事業を拡大できるのは，
BTLの経営の自立性とマーケット・ベースによる事業運営を基本にしている
からである。マーケット・ベースによるテナント料によって安定した事業収入
を確保し，それをベースにして外部資金を独自に調達することができるからで
ある（つづく）。
アストン・サイエンス・パーク ７３
